
                      令和8年7月21日 

滋賀県東近江農業農村振興事務所農産普及課 

（東近江農業普及指導センター） 

「斑点米カメムシ類 注意報」発表！ 

～斑点米カメムシ類の被害拡大に注意～ 

 

 
 

 

 

 

 

 

〇薬剤防除の適期は、出穂７～10日後です。粒剤の場合は農薬によ

って散布適期が異なりますので注意しましょう。 

 ※出穂期にイネカメムシが多い場合は、速やかに防除しましょう。 

〇農薬散布後もほ場内に斑点米カメムシ類が多い場合は追加防除を

行いましょう（使用時期（収穫前日数）にはご注意ください）。 

〇カメムシ類はイネ科雑草を好むため、畦畔の草刈りを実施し、カ

メムシ類を寄せつけないようにしましょう。 

 

「斑点米カメムシ類 注意報」が発表されました。 

水稲の出穂2～3週間前と出穂期の畦畔2回草刈りと

薬剤防除を徹底し、斑点米の被害を防ぎましょう。 

ホソハリカメムシ    イネカメムシ(※)    アカスジカスミカメ   ミナミアオカメムシ 
 

緊急稲作情報 

雑草管理が不十分な畦畔で、水稲の出穂期以降に草刈りを行うと

カメムシ類を本田に追い込むことになります。 

やむを得ず行う場合は薬剤防除直前に実施しましょう。 
 

 


